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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日）

(2) 連結財政状態 

(注)「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末少数株主持分)を期末資産の部合計で除して算出しております。 
 なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 85,371 4.3 13,004 14.4 8,008 4.1
26年3月期第3四半期 81,808 △1.7 11,361 △8.4 7,692 16.2

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 31,508百万円 （148.7％） 26年3月期第3四半期 12,665百万円 （49.0％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 22.75 22.73
26年3月期第3四半期 21.81 21.79

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 5,160,005 268,210 4.9
26年3月期 4,875,484 239,160 4.6
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 253,350百万円 26年3月期 225,017百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 3.50 ― 3.50 7.00
27年3月期 ― 3.50 ―
27年3月期（予想） 3.50 7.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 110,500 2.1 14,900 △2.6 9,000 △5.9 25.65



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取
引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、当行としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 353,318,975 株 26年3月期 353,318,975 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 4,979,820 株 26年3月期 719,232 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 351,904,792 株 26年3月期3Q 352,603,543 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動減の影響が全体

として和らぎつつあり、緩やかな回復を続けております。個人消費は所得・雇用環境の改善により底

堅い動きを続けており、設備投資につきましても企業収益の改善に伴い緩やかな増加基調にあります。

また、輸出につきましては、海外経済が中国や資源国等に緩慢さを残しつつも先進国を中心に回復基

調にあるなか、持ち直しの動きが見られます。 

当行グループの主要な営業地域である東海地方の経済は、基調としては回復を続けており、消費税

増税に伴う駆け込み需要の反動の影響も全体として和らいでおります。なお、主要産業である自動車

産業につきましては、米国向け輸出が堅調に推移している一方、国内販売は前年同月比減少が続くな

ど苦戦が続いております。 

金融環境につきましては、10月半ばにかけて円高・株安が進行しましたが、10月 31日に日銀によ

る追加金融緩和が決定されると、円安・株高・債券高の流れに転じ、その後一段と加速しました。 

このような経済環境のなか、当行グループは、中期経営計画「ＴＨＥ ＪＵＳＴ ＯＫＢ」（平成

25年４月～28年３月）に基づき、地域に貢献するサービス業としてお客さま満足度Ｎｏ.１、社会・

地域貢献度Ｎｏ.１を目指し、ＣＳＲと収益力のバランスある強化を行ってまいりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、経常利益 130 億４百万円、四半期純利益 80

億８百万円となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期末における財政状態につきましては、総資産が５兆 1,600 億５百万円（対前期末比

2,845億 21百万円増加）、純資産が 2,682億 10百万円（対前期末比 290億 50百万円増加）となりま

した。 

主要な勘定残高につきましては、貸出金３兆 5,066億 71百万円（対前期末比 1,610億 41百万円増

加）、有価証券１兆 3,046 億 39 百万円（対前期末比 1,043 億 14 百万円増加）及び預金等４兆 4,063

億 73百万円（対前期末比 1,499億 49百万円増加）となりました。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 26年 11月 14日に「平成 27年３月期 第２四半期（中間期）決算短信」にて公表しました、

平成 27年３月期通期の業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、株式会社ＯＫＢフロントを平成 26 年６月に

新規設立したことにより、第１四半期連結会計期間から連結子会社としております。 

また、共立不動産調査株式会社は、第１四半期連結会計期間に清算結了したことにより連結子会社

から除外しております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26号 平成 24年５月 17日。以下、「退職給付会

計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 25号 平
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成 24年５月 17 日。以下、「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第 35項本文及び退

職給付適用指針第 67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給

付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算

定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を見直し、平均残存勤務期間に対応する単一年数の

債券利回りを基礎として決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を

反映した単一の加重平均割引率に対応する単一年数の債券利回りを基礎として決定する方法へ変更

しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱いに従っ

て、当第３四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う

影響額を利益剰余金に加減しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が 2,663百万円増加、退職給付

に係る負債が 352 百万円増加し、利益剰余金が 1,506 百万円増加しております。また、当第３四半期

連結累計期間の経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ 18百万円減少しております。 

㈱大垣共立銀行（8361）平成27年３月期第３四半期決算短信

－ 3 －



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円） 

前連結会計年度 
(平成26年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成26年12月31日) 

資産の部 

現金預け金 167,075 172,706 

コールローン及び買入手形 5,926 4,924 

買入金銭債権 4,449 5,598 

商品有価証券 1,887 2,042 

有価証券 1,200,325 1,304,639 

貸出金 3,345,630 3,506,671 

外国為替 4,716 5,851 

リース債権及びリース投資資産 54,946 54,130 

その他資産 50,143 59,651 

有形固定資産 37,922 38,231 

無形固定資産 6,374 5,649 

退職給付に係る資産 882 4,696 

繰延税金資産 2,155 1,986 

支払承諾見返 24,534 25,936 

貸倒引当金 △31,455 △32,685 

投資損失引当金 △30 △26 

資産の部合計 4,875,484 5,160,005 

負債の部 

預金 4,192,604 4,339,777 

譲渡性預金 63,819 66,595 

コールマネー及び売渡手形 35,988 27,799 

債券貸借取引受入担保金 73,222 129,670 

借用金 136,447 175,958 

外国為替 597 418 

社債 35,000 35,000 

その他負債 51,831 56,582 

賞与引当金 1,878 33 

退職給付に係る負債 6,741 7,359 

役員退職慰労引当金 45 47 

睡眠預金払戻損失引当金 114 122 

ポイント引当金 771 863 

繰延税金負債 9,809 22,712 

再評価に係る繰延税金負債 2,916 2,916 

支払承諾 24,534 25,936 

負債の部合計 4,636,324 4,891,794 
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（単位：百万円） 

前連結会計年度 
(平成26年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成26年12月31日) 

純資産の部 

資本金 36,166 36,166 

資本剰余金 25,426 25,426 

利益剰余金 119,275 126,308 

自己株式 △388 △1,870 

株主資本合計 180,480 186,030 

その他有価証券評価差額金 41,424 60,954 

繰延ヘッジ損益 4,031 6,814 

土地再評価差額金 2,699 2,699 

退職給付に係る調整累計額 △3,618 △3,149 

その他の包括利益累計額合計 44,537 67,319 

新株予約権 90 98 

少数株主持分 14,052 14,761 

純資産の部合計 239,160 268,210 

負債及び純資産の部合計 4,875,484 5,160,005 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

（単位：百万円） 

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
至 平成26年12月31日) 

経常収益 81,808 85,371 

資金運用収益 44,193 45,556 

（うち貸出金利息） 33,451 32,655 

（うち有価証券利息配当金） 8,658 9,616 

役務取引等収益 11,578 12,274 

その他業務収益 2,740 3,025 

その他経常収益 23,296 24,515 

経常費用 70,446 72,367 

資金調達費用 5,198 4,601 

（うち預金利息） 2,909 2,557 

役務取引等費用 5,307 5,317 

その他業務費用 34 95 

営業経費 36,717 36,867 

その他経常費用 23,188 25,485 

経常利益 11,361 13,004 

特別利益 1,644 1 

固定資産処分益 0 1 

負ののれん発生益 1,643 － 

特別損失 88 123 

固定資産処分損 87 123 

減損損失 0 0 

税金等調整前四半期純利益 12,918 12,881 

法人税、住民税及び事業税 2,877 3,870 

法人税等調整額 1,174 344 

法人税等合計 4,051 4,215 

少数株主損益調整前四半期純利益 8,866 8,666 

少数株主利益 1,173 657 

四半期純利益 7,692 8,008 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

（単位：百万円） 

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 8,866 8,666 

その他の包括利益 3,799 22,841 

その他有価証券評価差額金 6,032 19,589 

繰延ヘッジ損益 △2,233 2,782 

退職給付に係る調整額 － 469 

四半期包括利益 12,665 31,508 

（内訳） 

親会社株主に係る四半期包括利益 11,419 30,790 

少数株主に係る四半期包括利益 1,246 717 
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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※増減比較については、表上にて算出しております。

（単位　百万円）

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( )

注．「税金費用」には、「法人税、住民税及び事業税」及び「法人税等調整額」の合計額を記載しております。

Ｂ

49,393 3,596

13,200

8,700

４．四半期決算補足説明資料

平成27年3月期

通期予想
比較

Ｂ－Ａ

（１）損益の状況【単体】

平成26年3月期 平成27年3月期

第３四半期第３四半期

Ａ

16,600

株 式 等 売 却 益

株 式 等 償 却

株 式 等 売 却 損

381

5

7452

30

470

7,676

2,477

2,627

588

11,316

844

△25

2,661

△35

11,438

△122

3

2,039四 半 期 純 利 益

△3,619

経 費

(与信関係費用 (①＋②－③ )) 1,633

臨 時 損 益

業 務 純 益

(除く国債等債券損益（５勘定尻))

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

34,813

19,490

業 務 粗 利 益
(除く国債等債券損益(５勘定尻))

資 金 利 益

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 )

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

貸 出 金 償 却

② 不 良 債 権 処 理 額

5,329

2,929

19,376

9,025

物 件 費

税 金

2,184

株 式 等 関 係 損 益

0

5

3

302

③ 償 却 債 権 取 立 益

3,370

1,970

1,401

8

224

47,208

41,133

業務純益(一般貸倒引当金繰入前)

人 件 費

△487

226

△114

34,821

1331,514

13,930

12,386

2,967

1,228

45,797
43,838

39,163

3,928

2,705
1,958

14,571

15,058

1,739

13,941

1,381

△887

4,475

10,984

△1,806

1,233

2,967

0

400

3,587

3,361

△11

△89

10,583

△1,813

1,734

△5

22

△84386

3

△957

5,637

△960そ の 他 臨 時 損 益

税 引 前 四 半 期 純 利 益

税 金 費 用 3,6403,052

特 別 損 益

経 常 利 益 8,777

△87

8,689

 業務粗利益は、資金利益や役務取引等利益の増加により前年同期比35億円増加して493億円となりました。
また、経常利益は、前年同期比26億円増加して114億円、四半期純利益は、前年同期比20億円増加して76億円
となりました。 
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◆リスク管理債権

【単体】 （単位　億円）

（参考）部分直接償却は実施しておりませんが、実施した場合は下記のとおりであります。 （単位　億円）

【連結】 （単位　億円）

貸 出 金 残 高 35,066 898

貸 出 金 残 高 比 率 2.56% 2.57% 2.69%△0.01% △0.13%

合 計

1,797895

2.39%

610

2 0

26年12月末

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額

4

2.54%△0.03%

26年9月末
25年12月末比

895

59713

880

25年12月末

618

31

△0.15%

36 3

26年9月末比

5

19

246

貸 出 金 残 高

３ カ 月 以 上 延 滞 債 権 額

破 綻 先 債 権 額

貸 出 金 残 高 比 率

延 滞 債 権 額

841合 計

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 4

延 滞 債 権 額 579

897

３ カ 月 以 上 延 滞 債 権 額

250

2 0

26年12月末

貸 出 金 残 高

4

899

18

△8

250

132△11

232

34,168 33,2841,782

25年12月末

5 31

617596

25年12月末比

△8

34,265 33,363

33

2.42%

9

貸 出 金 残 高 比 率

12

232

830 849

破 綻 先 債 権 額

878

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額

合 計

18

3

1,806

△0.13%

8

2

246

35,213

2.54% △0.02%

4

903

609 13

（２）貸出金等の状況

破 綻 先 債 権 額 333

2

26年9月末26年12月末

延 滞 債 権 額

35,160

３ カ 月 以 上 延 滞 債 権 額

250

36

11

592

13

232

19 894

0 △11

33,40734,310

2.67%

25年12月末

13

2.56%

18

25年12月末比

△13 573

△11

26年9月末

6

△8

2

246

26年9月末比

1 △3

26年9月末比
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◆金融再生法開示債権

【単体】 （単位　億円）

注１．記載金額は、単位未満を四捨五入して表示しております。

　２．自己査定結果に基づいた債務者区分により算出しております。

【連結】 （単位　百万円）

【単体】 （単位　百万円）

2.66%

26年12月末 26年9月末
26年9月末比 25年12月末比

25年12月末

リ ス ク ・ ア セ ッ ト

総 所 要 自 己 資 本 額

117

245

10 4 111

5

2498

539△7

253

合 計

527

4要 管 理 債 権

906 20 6

自 己 資 本 比 率

121破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危 険 債 権

自 己 資 本 比 率

532

リ ス ク ・ ア セ ッ ト

総 所 要 自 己 資 本 額

900

△0.12% 2.55%

（３）自己資本比率（国内基準）

総 与 信 に 占 め る 割 合 2.54% △0.01%

886

自 己 資 本 の 額

自 己 資 本 の 額

26年9月末比
26年9月末

288,493

11.37%11.16%

289,947

2,597,271

△0.21%

1,454

61,886

26年12月末

26年12月末 26年9月末
26年9月末比

2,535,385

101,415103,890 2,475

10.55% △0.22% 10.77%

266,710 1,188 265,522

2,526,863 61,706 2,465,157

101,074 2,468 98,606

自己資本比率は、平成26年3月末より新基準（バーゼルⅢ）で算出しております。なお、「自己資本の構成に関
する開示事項」につきましては、当行ホームページ（http://www.okb.co.jp）に掲載しております。 
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【連結】 （単位　億円）

【単体】 （単位　億円）

 評価損益

◆預金・貸出金の残高 （単位　億円）

注．預金等には譲渡性預金を含んでおります。

◆個人預り資産の状況 （単位　億円）

以　上

 評価損益

平成26年9月末 平成25年12月末

0

 評価損益

1

評価益

543

648

評価損

1 0

679

 評価損益

0

7

1

 評価損益

評価損評価益

25年12月末

評価益 評価損

0170 171

13

26年9月末比

916

そ の 他

平成26年12月末

916そ の 他 有 価 証 券

26年12月末

2,991

投 資 信 託

33,407

（４）有価証券の評価損益

31,522

13

2

1,840

11,959

34,310

11,267

1,806

26年12月末

1,709

26年9月末 25年12月末

12,214

1,698

231 △30 △55 261 286

△607

255 947

6,488

61 131

25年12月末比26年9月末比

1,230

1,779

3,216300

6,686

外 貨 預 金

う ち 消 費 者 ロ ー ン

公 共 債 1,091 △139

う ち 個 人 預 金

2

合 計 6,454 △34

生 命 保 険 3,291 75

△232

32,669

平成26年9月末

預 金 等 44,257

660

222 222 0

そ の 他 有 価 証 券

株 式

債 券

合 計

株 式

そ の 他

債 券

満 期 保 有 目 的

7

903

852

1,147

43,405

31,938731

113

534

25年12月末比

00

（５）預金・貸出金等の状況【単体】

合 計

0 0 0

924

42,784

8

評価損

1,473

0

26年9月末

680

評価益

13

評価損

貸 出 金 35,213

 評価損益

779933

2 2

評価益

765

24

40

平成26年12月末

評価益 評価損

925 7

0満 期 保 有 目 的

10

170

28

669 672 577

171

936

222

33

928

0222

538 17

580

平成25年12月末

781

24

13 40650

7

△0

756 770

688

1130

690

120

5353

767

24

8

7

662 2 567 571 3

924 7

17 2838 5

526

120

33 10 △0 24

757 771

40639

00

40639
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